
昭和63年

4、5月合併号

庁
舎
完
成
の
ご
あ

い
さ

つ

へ
雄
飛
す
る
白
鳥
を
連
想
さ
せ
る

ろ
に
こ
の
事
業
の
特
異
性
が
あ
る

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
両
施
設
は
そ

と
二
十

一
世
紀

へ
む
け
て
の
本
造

と
な
る
べ
き
画
期
的
な
建
造
物
で

法
、
耐
久
性
の
改
善
開
発
の
ほ
か
、

耐
風
耐
震
性
を
考
慮
に
入
れ
た

ン

新庁舎完成

つ卜Πo主ば記事
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日●口万円00所
地域社会をめざして 一

本
村
を
取
り
ま
く
環
境
の
変
化

は
め
ま
ぐ
る
し
い
も
の
が
あ
り
、

地
方
の
時
代
は
、
地
域
間
市
町

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
厳

何
か
、
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
社

会
の
形
成
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

―

単

位

・
千

円

、

０

内

は

前

年

度

実
現
を
図
る
べ
き
立
場
に
あ
り
、

時
間
外
手
当
や
事
務
的
経
費
の
徹

政
コ
ス
ト
の
低
減
を
強
調
す
る
あ

て
は
、
住
民
の
期
待
に
十
分
応
え

会
経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た

形
で
の
予
算
編
成
に
最
大
限
の
努

力
を
払

っ
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

法
を
駆
使
し
た

「青
森
あ
す
な
ろ

紀
を
展
望
し
た
村
づ
く
り
基
本
構

と
村
の
飛
躍
を
求
め
て
全
力
投
球

ま
た
、
地
域
産
業
の
振
興
に
つ

を
め
ざ
し
た
草
地
開
発
事
業
と
ハ

ウ
ス
栽
培
事
業
の
継
続
実
施
及
び

ク
交
流
圏
構
想
や
半
島
振
興
計
画

の
関
連
の
中
で
、
広
域
観
光
が
今

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
脇
元
地
域

と
し
た
リ
ゾ
ー
ト
整
備
の
可
能
性

中
の
島
公
園
や
山
王
坊
遺
跡
と
合

わ
せ
、
市
浦
全
体
を
多
様
な
機
能

ま
た
、
地
域
振
興
は
人
材
に
依

び
国
民
健
康
保
険
会
計
な
ど
特
別

て
管
理
部
門
に
お
け
る
職
員
の
給

二
億
三
千
六
百

一
万
七
千
円
を
計

理
委
託
料
七
十
二
万
円
。
▼
職
員

籍
住
民
基
本
台
帳
費

一
千
百
二
十
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で
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
社
会
福

祉
総
務
費
に
つ
い
て
は
、
地
域
福

と
と
し
た
ほ
か
、
民
生
委
員
活
動

敬
老
会

へ
の
助
成
金
の
ほ
か
、
デ

祉
あ
ん
ぜ
ん
電
話
委
託
料
、
特
別

保
健
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
等
合

八
十
億
円
な
ど
が
控
除
さ
れ
る
こ

定
時
の
総
額
に
比
べ
三

・
八
％
よ

収
入
を
基
準
財
政
収
入
額
に
算
入

こ
の
う
ち
、
保
健
衛
生
総
務
費

の
負
担
金
二
百
三
十
万
円
の
ほ
か

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰

ま
た
、
本
県
は
、
成
人
病
が
多

▼
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
地
域
対

し
、
他
の
検
診
事
業
費
と
合
わ
せ

額
を
計
上
し
、
県
が
提
唱
し
て
い

る

「生
き
生
き
健
康
県
民
運
動
」

比
べ
て
二
十
九

・
四
％
増
の
二
億

策
に
基
づ
き
、
転
作
面
積
の
拡
大

さ
ら
に
昨
年
は
台
風
十
二
号
に
よ

を
す
る
た
め
別
立
て
で

「米
需
給

均
衡
化
緊
急
対
策
」
を
実
施
す
る

の
追
加
調
整
が
求
め
ら
れ
て
き
て

会
と
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、
本

な
連
携
の
も
と
に
地
域
農
業
の
振

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
状
を
ふ

ま
え
、
特
に
こ
れ
か
ら
は

「水
稲

積
極
的
に
取
り
組
む
考
え
で
す
¨

ヨ億
=千
す

豊かで住みよい
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う
た
め
、
地
域
農
政
推
進
費
に
百

か
ら
着
工
し
て
い
る
地
域
活
性
化

▼
水
産
業
費
は
、
五
千
八
百
五

す
が
、
主
な
も
の
と
し
て
は
漁
業

三

・
脇
元
両
漁
業
協
同
組
合
に
対

昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
る

が
あ
り
ま
す
。

中
間
育
成
施
設
に
つ
い
て
は
、
現

地
区
漁
民
が

一
九
と
な

っ
て
取
り

ワ
カ
サ
ギ
の

増
殖
拡
大
を
検
討

力
両
漁
業
協
同
組
合
も
よ
う
や
く

様
に
、
複
合
漁
業

へ
転
換
す
る
こ

さ
ら
に
広
域
観
光
の
到
来
を
展
望

の
拠
点
施
設
が
今
年
十
月
に
オ
ー

び
山
王
坊
遺
跡
、
福
島
城
跡
の
継

続
事
業
費
な
ど
に
、　
一
億
五
千
七

道
路
損
傷
の
度
合
い
が
激
し
く
、

修
費
、
百
二
十
二
万
円
。
▼
国

・

脇
元
地
域
の
猿
賀
小
路
線
の
舗
装

自
然
と
調
和
の
と
れ
た
人
間
性
豊

て
る
学
校
教
育
Ｌ
豊
か
な
村
民
生

な
ぎ
る
村
民
総
ス
ポ
ー
ツ
Ｌ
風
土

老
朽
化
が
進
み
、
危
険
校
舎
に
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浦
．力
の
あ
る
教
育
を‐‐‐‐‐
推
進

15)広 報ιチら

帰曲怖讐魏輩一一を

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

収
入
の
増
収
に
伴
い
単
年
度
の
赤

が
、
新
年
度
に
お
い
て
も
患
者
十

と

な

っ
て

い
ま

す

が

、

今

後

は

経

▼
十

三

財

産

区

に

つ

い
て

も

、

他

造

に

つ
と

め

、
①

心

豊

か

な

人

間

を

育

て

る

学

校

教

育

、

②

豊

か

な

③

活

気

み

な

ぎ

る

村

民

総

ス
ボ

ー

経饉鰤沖卜一一カ
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困

旧

目

旧

曰

日

日

□

ふ
れ
０
い
と
対
田

鶴
目
り
．ト
ビ
ス
の
四
慮
Ｅ

モ デ ル 本 進 施 拠 バの春りぶん』iん
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ホ
遺
菫
築
拍
の
シ
ン
ボ
ル
に

モ
デ
ル
施
設
の

建
設
経
過
と
そ
の
目
的

か

ら

吹

き

つ
け

る

塩

害

や
風

雪

害

を

県

内

外

の
本

造

建

築

関

係

者

ヘ

料
の
素
晴
ら
し
さ
を
表
現
し
て
い

地

域

経

済

の
振

興

と

雇

用

の
場

業

間

で

の
交

流

の
場

が

少

な

い
こ

造
化
に
取
り
組
み
、
昭
和
六
十
年

大
田
小
学
校
校
舎
、
木
材
工
芸
セ

し
て
、
青
森
ヒ
バ
の
特
性
を
生
か

研
修
室
、
会
議
室
は
林
業
従
事

者
、
木
材
関
連
業
者
等
の
技
術
研

ど
、
比
較
的
小
人
数
の
研
修
会
、

の
総
合
展
示
、
各
種
大
会
の
開
催

曰會のB□

青
森
ヒ
バ
は
耐
久
性
が
強
く
、

繊
細
な
木
目
を
持
つ
優
れ
た
特
性

を
持

っ
て
お
り
、
古
く
は
岩
手
県

木
材
市
場
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

ン
ジ

（
一
三
二

・
四
耐
）
、研
修
室

（三
八

・
九
ボ
）
、小
会
議
室

（三
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卸
火
災
防
止
は
家
庭
か
ら

プ
が
誕
生
し
、
四
月
十
八
日
基
幹

村
消
防
関
係
者
ら
三
十
人
が
出
席

員
長
が
結
成
を
祝
い

「県
、
村
内

ζ[[言 iti:言 il撃 ;ili」 :言考[]景霊::
黛霜儀馨ご 賃 銅男編監な老ヤをたな暮豚沓撃警なくせ
t'実こ臀 云 言彙幕うグ景ξ『

°
i:[優倉た

'魔

求

ッ年1体やャ

村
営
牧
場
で
、
今
年
も
十
日
か

ら
牛
の
放
牧
が
始
ま
り
、
こ
の
冬

す
が
、
飼
養
頭
数
は

一
、
六
三
六

で
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

広
い
草
原
へ
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

村営牧場5ヵ所に1,636頭
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必ず帰つて泰いよ

146-



広報ιjる 00

あ

４

・が

あ

れ

工

型

長

今
年
度
の
村
史
編
纂
委
員
会

（十
三
山
湊
迎
寺
住
職
）
か
ら
、

>1く

か
る
よ
う
に
、
津
軽
十
三
湊
の

う
、
た
い
へ
ん
大
事
な
お
話
が

だ
が
、
「村
史
」
と
な
る
と
、

村
民
の
皆
さ
ま
の
誰
に
で
も
読

め
る

⌒理
解
し
て
も
ら
え
る
）

と
、
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
の
あ
た
た
か
い
袖
に
す
が
ら

安
藤
氏
の
先
祖

安
日
彦
誕
生

昔
時
、
神
様
が
日
本
の
国
に

と
こ
ろ
が
、
ふ
し
ぎ
に
も
そ
の

神
様
の
死
骸
が
生
ま
れ
か
わ
っ

て
、
嶽
の
山
祗
の
神
と
な
り
ま

長
髄
彦
二
柱
の
男
神
と
三
炊
屋

ご
兄
妹
の
生

い
立
ち

神
様
は
、
ご
性
格
が
と
て
も
勇

に
進
出
し
て
、
摂
州

（現
大
阪

府
）
の
魔
駒
山
に
ご
住
居
を
構

え
、
妹
神
の
御
子
宇
摩
志
麻
治

（手
）
の
神
を
ご
主
君
に
戴
い

帯
の
地
を
安
辺
野
と
名
づ
け
て

住
吉
区
、
阿
部
野
区
）
。

神
武
帝
の
東
遷

中

っ
州
で
平
穏
に
繁
栄
し
て

日
向
の
国

（現
宮
崎
県
）
か
ら

い
が
続
き
ま
し
た
が
、
神
武
帝

北

地

へ
亡

命

は
討
死
と
あ
り
ま
す
。
）
そ
し
て
、

塩
を
焼

い
て
土
地

の
人
び
と

に

安
日
彦
津
軽
に
住
す

況

か

ら

十

三

湊

説

が

注

目

さ

れ

移
行
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サラリーマンの奥さん

国民年金の手続きは

おすみですか

6月 1日は

商業統計調査の日

第2期前売券

自 動 車 税

6月 30日 まで

す
こ
や
か
日
記

三
和
吉
光
さ
ん
（脇
元
）

長
男
秀
正
ち
ゃ
ん

（二
歳
十
ヵ
月
）

昭
和
六
十
年
十

一
月

一
日
制
定

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
伝
統
を

誇
り
を
持

っ
て
継
承
し
、
よ
り
い

い
発
展
を
願
い
、
こ
こ
に
村
民
憲

ら
ん
ぼ
う
な
言
動
を
慎
し
み
、

明
る
く
健
や
か
な
村
を
つ
く
り
ま

ら
く
え
ん
の
郷
土
、
市
浦
村
を

村民憲章
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歯
垢
の
正
体
は
微
生
物

①
虫
歯
の
原
因
と
な
る

②
歯
肉
災
、
歯
槽
膿
漏
の
原
因
と

③
歯
石
が
形
成
さ
れ
る

④
口
臭
の
原
因
と
な
る

歯
槽
膿
漏
は
な
ぜ
起
き
る

①

歯

が

グ

ラ
グ

ラ
す

る

②

歯

と

歯

肉

の

間

に
す

き

間

が

で

③

膿

が

出

る

よ

う

に

な

る

①

歯

に

よ

く

合

っ
て

い
な

い
詰

め

②

歯

並

び

が

悪

い

③

隣

り

の
歯

が

抜

け

た

た

め

、

残

④

糖

尿

病

、

高

血

圧

症

な

ど

の
全

身

疾

患

が

原

因

で
歯

の
周

り

の

抵

抗

が

弱

ま

る

っ

民

と

共

に

犯

罪

と

事

故

の
な

い
明

（］
制
嚇
影
一針
に一

（薪
劇
雌
枝．一椰
商一

（韓　嘲　轄志割
一は　一申一

（［　田　轄　り
一磯柏松一

（帯
同
留
刹
一疇
課一

（は谷同　聯　摯
一オロ′‐、　帥一

（一保御　御三〔
一に　は一

（林
謝
翡
餃
一籠
講一

（時田観　貯智一
一軒　た一

蔽
轟
鵜れ
（コ
脂
）

（［　蒔　諏和膨
一』　時一

日
園

Ｕ（十
三
）
６０
歳

（磯
松
）
９０
歳

（脇
元
）
８６
歳

（十
三
）
８‐
歳

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

歯
垢
や
歯
石
を
取
り
際
く

毎
日
の
正
し
い
プ
ラ
ツ
シ
ン
グ

な

か

ば

あ

き

ら

め

て

い

る

方

は

い

ま

せ

ん

か

。

確

か

に

甘

い
物

や

年

が

な

け

れ

ば

、

虫

歯

や

歯

槽

膿

漏

は

最

少

限

に

く

い
と

め

る

こ
と

が

金木警察署
相内警察官駐在所

今 和 彦さん

蝙（は　印
（畔田制
（師々
柳


